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研究成果の概要（和文）：ヒト顔面の頬部全体、全層組織を切れ目のない組織切片像で観察することができた。本研究
により以下のことが新たに判明した。（1）顔面皮下には独立した連続性のある浅筋膜は存在しない。ただし表情筋の
浅層部は筋束がまばらになり線維成分が優位な構造をなすため、浅筋膜に同等とみなしうる。（2）顔面脂肪は浅層、
深層の2層に分け、前者がいわゆる皮下脂肪、後者が表情筋の筋間脂肪とみなすことができる。さらに深層脂肪は顔面
神経の走行帯に沿って亜分類可能である。（3）表情筋は口裂を形成する深層が最も基準となり、その上に順次重なる
全4層で構築されている。以上の知見は顔面の発生過程や機能構造上の整合性をも説明する。

研究成果の概要（英文）：Human cheek tissue gained from cadaver specimen were investigated  histologically.
 This reserch revealed following new points ;(1)There's no distinct continuous layer called as superficial
 fascia in the cheek. The analogue of it is, however, though to be fibrous periheral portions of superfici
al facial muscles such as orbicularis oculi and platysma. (2)Facial fat is firstly devided to superficial 
and deep layer. Then, deep fat layer is further classified into subunits corresponding to facial nerve ter
ritories. (3)Stratified facial musculature are well explained if we regard Rima Oris as basis of facial la
yer. Face is consist of 4 muscular layers from deep to superficial direction. These new concepts mentioned
 above are coincide with embriology and function of the face. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)形成外科あるいは美容外科で手術操作を
加えるに当たり、顔面軟組織の解剖にはいま
だ不明な点が多く存在する。例えば、SMAS 
(Superficial Musculo-Aponeurotic System) 
と呼ばれる浅顔面筋膜は、臨床的にその存在
が確かであるとされているものの、解剖学的
な説明についてはいまだ定説が得られてい
ない。また、加齢現象で評価の対象となる顔
面脂肪についても、諸家が一部の脂肪を部分
的に記述しているのみで、顔面全体の脂肪を
統一的に解釈する研究はほとんどなされて
いない。 
(2)顔面解剖に関するもう一つの問題点は、礎
となる解剖書の記載が平易で簡素化されて
いる現状にある。例えば、ほとんどの書は表
情筋を平面的に描いており、筋同士の重なり
具合や起始、停止に関する記載が曖昧である。
この背景として、表情筋が非常にバリエーシ
ョンに富むため、その構造が基本構造のみに
単純化され記述されてきた歴史的な経緯が
あるものと考えられる。なお、顔面脂肪に関
する解剖学的記述は、頬脂肪体を除けば歴史
的にも全くなされていないといえる。 
(3)対して形成外科、美容外科は様々なバリエ
ーションを持つ無数の顔を扱わねばならな
い。顔という人間社会的に重要な部位を手術
する科であるから、今後さらに手術などの治
療精度を向上するためには、解剖書レベルに
とどまらない、より詳細な臨床解剖が必要で
ある。そして、さらに求められることは、バ
リエーションの中に潜む普遍的特質を導き
出すことで、個々の症例に応用できる知識と
して実地形成外科医、美容外科医に提供でき
ることである。 
 
２．研究の目的 
上記で述べた背景をもとに、本研究は顔面軟
組織全体についての立体解剖を明らかにす
ることを目的とした。その際、表情筋と脂肪
を別個に論ずるのではなく、両者の位置関係
を重視し、最終的に形成外科、美容外科の実
際の手術において役立つ結果とならんこと
を念頭に置いた。顔面解剖全体の観察を行う
ことはもとより、とくに検討すべき項目は以
下のものとした。 
(1)浅顔面筋膜の本態について：浅顔面筋膜は
実際に存在するのか？存在するとすれば解
剖学的にその本態は何か? 
(2)顔面脂肪の分類と個々の命名：顔面脂肪を
層や区域によって分類し、適切な命名を与え
る。分類法は解剖学的に理にかなったもので
ある必要がある。 
(3)表情筋の重なり方および表情筋の層分
類：バリエーションの多い表情筋であるがゆ
えに、基本骨格となる構造をまず理解する必
要がある。個々のバリーションはその基本骨
格の上に付随する部分変異と考えられば、手
術で迷うことは減るかもしれない。そのため
にはまず表情筋構築を三次元的にとらえ、普

遍性を有する部分を抽出する。そして複雑に
重なり合う表情筋を一定のルールに基づく
層の概念によって分類する試みを行う。 
 
３．研究の方法 
(1)標本 
①解剖実習用のご献体より顔面半側頬部の
軟部組織を骨膜を含めて全層で剥離し採取
した。 
②採取した試料を 5～7 ㎝幅で矢状断に３分
割し、鼻側よりそれぞれブロックＡ、Ｂ、Ｃ
とした。 
③上記Ａ、Ｂ、Ｃのそれぞれをアルコール上
昇系に浸透し脱脂、脱水処理を行った。 
④その後、それぞれをパラフィン包埋した。 
(2)切片作成 
①試料Ａ，Ｂ、Ｃの順に滑走型ミクロトーム
を用いて 5μm の厚さの連続薄層切片を作成
した。 
②切片採取に当たっては、大型の試料を歪み
やズレがなく採取できるフィルムトランス
ファー法（川本氏考案、Leica 社製）を用い
た。フィルムはＡ４版の特注品を購入し、試
料の幅に合わせて短冊状にカットして使用
した。切片を移し取ったフィルムは自作アル
ミフレーム（１フレームに 8枚添付可能）に
並べて貼った。その際、２つのフレームに１
枚ずつ交互に貼り分け、のちに２種類の染色
が同等の条件で出来るようにした。 
(3)染色 
①H-E染色と azan染色の 2系統で行った。
川本法では試料が乗ったフィルムのまま、ど
ちらの染色作業も可能である。効率よく染色
を進めるために、アルミフレーム（Ａ４版）
が５枚同時に入る自作の試薬槽を作成して
使用した。 
②染色後のフィルムは川本法の固定液
（Leica社製）でＡ4サイズのアクリル板（自
作）に添付した。（ガラスでは割れる可能性
があるため） 
(4)観察 
①アクリル板1枚ずつをスキャナー（EPSON 
ES-10000G）で読み取り、画像データ（jpeg）
として記録メディア（外付け HDD）に保存
した。 
②二次元画像の観察は研究者所有のパソコ
ン上で行った（図 1）。 
③三次元構築ならびにその観察は、画像処理
ソフト（amira、イメージラボ社製）で行う
予定とした。 
 



 
 
４．研究成果
(1)浅顔面筋膜について
ヒト頬部において、連続した一層の線維性膜
構造は認められなかった。すなわち、顔面は
体幹や四肢と違い、いわゆる浅筋膜が独立し
て存在しない部位であると考えられた。しか
し、浅筋膜という概念を柔軟に広げて解釈す
るならば、頭側からは頭蓋表筋、眼部では眼
輪筋、頸部からは広頸筋がそれぞれシート状
に広がって顔面で重なっており、また、これ
らの筋性シートはその辺縁部では疎に筋束
を混ぜ
ら、浅顔面筋膜とは頭蓋筋、顔面筋、頚筋の
浅層が顔面で重なり合うことから形成され
る複合体であると結論付けた。
来言われてきた
明する。それらは①顔面神経は
を走行すること、②
頂筋膜に移行すること、③
広頸筋と重なり合うこと、④
に近づくにつれて皮膚浅層へ向かうこと、で
あり、いずれも臨床的に認められている性質
である。
でにもいくつかあり、有名なものに
膜説と原始的広頸筋説があるが、これら仮説
をもっても説明しきれない側面を、本研究結
果により解明することができたことになる。
(2)顔面脂肪の分類と命名
切片観察により顔面に広がる脂肪は大きく
層に分けられることが分かった。その
境するのは、
る SMAS
覆い、厚みは部位によって変化するが連続性
である。浅層脂肪はいわば顔面の皮下脂肪で
あり、表情筋との
脂肪と広頸筋上の脂肪を
すべきと考え、前者を浅頬脂肪、後者を浅頚
脂肪とした。一方、深層の脂肪は複雑に表情
筋間に入り込み、神経や血管を内包する筋間
脂肪である。さらに、深層脂肪は顔面神経の
分枝ごとに区分され得ることが判明し、この
概念に基づく命名を加えた。
神経側頭枝起始部の走行帯を充填するかの
ように存在する浅側頭脂肪、②同神経末梢部
（前頭筋
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(4)これら結果の位置づけ、インパクト 
①浅顔面筋膜 
いままで未解決であり緒論が飛び交ってき
た領域に新たな論述を投じることができた。
解剖学的な裏付けを持つ結論であり、説得性
は高いと思われる。 
②脂肪分類 
顔面全体の脂肪を俯瞰し、整合性をもって分
類することができた。本分類を用いることで、
患者評価や治療の精度が向上することはも
とより、学術的に手術手技の表現や記載の精
度が高まると思われる。 
③表情筋の層分類 
従来より層の分類といえば浅層つまり皮膚
側から行われることが多かった。しかし、複
雑な構造の顔面においてその従来法では全
体を整然と説明することが出来なかった。ま
た仮にそのような無理な分類を提唱しても
具体的に手術の際などに役立つ分類とは言
えなかった。それに対し、本研究にて導かれ
た分類法は顔面解剖の基本理論に基づく新
分類であり、明快である。本分類法は臨床的
にも有益な概念になると考えられる。 
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